
実施概要
■日時 12月7日(土)10:00～15:00
■会場 ほどがや市民活動センターアワーズ

ナイス住まいるカフェ 他

主催：ほどがやサンタプロジェクト2019 運営委員会
（かたびら～ず,NPO法人こらぼネット・かながわ,

総合学習塾スクールＮＥＯ,ナイス株式会社,
ほどがやワクワクプレイパーク,NPO法人横浜市民アクト）

共催：ほどがや市民活動センターアワーズ、保土ケ谷区役所

協賛：

相模鉄道株式会社,相鉄バス株式会社,
横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ,
相鉄企業株式会社

協力：アミアミクラブ＆認定NPO法人地球市民ACTかながわ/TPAC,
星川ハロウィン,保土ケ谷公会堂,株式会社八雲堂,
横浜国立大学 大学祭実行委員会,横浜サンタプロジェクト

オリジナルサンタイラスト作成：まめふ

� 参加人数（合計） 259人
� 集まったサンタの人数 72人
� 集めたごみの量 3.06㎏

報 告 書

ほどがやに笑顔をプレゼント！

今年度は地域のみなさまに様々関わっていただき、
一体感が出せたのではと思います。特に開催
場所が2つに増えたこと、また気軽にできる
リサイクル活動をスタンプラリーに組み込む
工夫など地域から多くの共感を頂きました。

当日は冷たい雨の一日となりましたが、
アワーズの中はみんなの笑顔が満開で
あたたかな時間となりました。

運営委員をはじめご参加いただいた多くの
みなさま、協賛・協力いただいた企業や団体の
みなさまありがとうございました。（アワーズセンター長 吉弘）



ほどがやサンタプロジェクトは、「まちに笑顔をプレゼントする」という、

共通の目標もと、大人も子どもも、みんながサンタになって地域で活動できるイベ

ントです。また、イベントの企画運営では、地域の中学生・高校生・大学生が自分

たちの“地域のためにやってみたい”想いを実現するため、積極的にアイディアを

出せば、大人も負けずに面白い企画を考え、一緒に約半年取り組んできました。

そうして、地域で世代を越えた“みんなが主体になる活動の場”を作ること、

そして、地域のみんなが関わり、互いに活動主体として成長していくことが、

ほどがやサンタプロジェクトの生み出している価値だと思います。

これからも、地域のみんなで一歩ずつ活動の歩みを進めていきたいですね。

大人がプロジェクト
全体の企画・運営

学生がおそうじ企画
をコーディネート

中学・高校生が
おそうじ企画に参加

当日は誰でも
楽しく参加

ほどがやサンタは、

横浜サンタプロジェクトの

理念に共感して始まった

活動です。
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今年度は、新たにインターン生や若手社会人のフレッシュな仲間が加わり、昨年
の土台を元に、改めてほどがやサンタのストーリーを考え、企画を進めました。
また、「みんなのひろば」と合同の研修を行ったりと、世代や日頃の活動の枠を

越えた地域のみなさんと交流をして、サンタの輪が広がる1年になりました。

各活動の詳しくは次のページから→

みんなであそぼう！
ひろばサンタでは、アワーズをまるごと使って、子どもたちがゆっくり

あそべる企画を実施。中では、ステージ・ぬり絵・フェイスペイントの

他、今年は子どももできる「プチボランティアコーナー」

を用意したり、外では屋根の下や雨の合間を縫って、

巨大オセロや竹馬あそびをしました。雨で寒い1日だった

からこそ、みんなで工夫して温かい時間を過ごせました。

横浜サウンドストリーム 「ほどがや」えかたり～べ Dinky-di(でぃんきーでぃ) 帷子戦士デザイヤー

アミアミクラブ 地球市民ACTかながわ/TPAK お絵かきコーナー みんなでつくった「サンタツリー」

フェイスペイント
＆変身コーナー バルーンアート コッペパン販売 プレゼント交換所

竹馬あそび 巨大オセロ かもめ先輩 イーオ＆フリ丸

↑ステージプログラムの様子
↓各コーナーの様子

※アミアミクラブでは毛糸巻きボランティアも実施。
その毛糸で作られたアクリルたわしは国際貢献に役立ちます。

※「パン屋のおやじ」のコッペパンの収益は、
地域の若者の活動支援に役立ちます。


